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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。
そ
の
決

算
額
は
１
８
１
億
３,
３
４
７
万

２,
０
７
２
円
。
グ
ラ
フ
１
（
下
・

円
グ
ラ
フ
）
は
、
そ
の
内
訳
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税

の
一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
地

方
交
付
税
が
約
35
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
民
税
な

ど
の
市
税
が
約
24
％
。
続
い
て
、

子
ど
も
手
当
負
担
金
、
生
活
支
援

や
公
共
施
設
改
修
な
ど
特
定
事
業

に
対
す
る
国
か
ら
支
出
さ
れ
た
国

庫
支
出
金
が
約
14
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
下
、
市
債
、
県
支
出
金
、

繰
越
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、

諸
収
入
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
が
、

平
成
23
年
第
３
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
中
心
、
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
が
１
８
１
億
３,

３
４
７
万
２,
０
７
２
円
、
歳
出
決
算
額
が
１
６
７
億
９,

５
８
８
万
５,
１
３
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
、
そ
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
８
１
億
３,
３
４
７
万

２,
０
７
２
円

歳入歳入

市税（24.2％）

43億8,770万1,459円

市税（24.2％）

43億8,770万1,459円

地方譲与税（1.7％）… 3億223万6,215円
使用料および手数料（0.9％）… 1億5,691万8,962円
分担金および負担金（0.8％）… 1億4,737万4,649円
地方特例交付金（0.4％）… 7,501万3千円
自動車取得税交付金（0.4％）… 6,573万6千円
ゴルフ場利用税交付金（0.3％）…5,845万2,471円
繰入金（0.3％）… 5,327万1,691円
財産収入（0.2％）… 3,272万9,413円
利子割交付金（0.1％）… 1,429万8千円
配当割交付金（－）… 647万7千円
交通安全対策特別交付金（－）… 568万9千円
寄附金（－）…529万9,884円
株式等譲渡所得割交付金（－）… 245万9千円

諸収入（2.1％）

3億8,007万6,877円

地方消費税交付金（2.2％）

4億292万7千円

繰越金（2.6％）

4億6,755万2,182円

県支出金（5.0％）

9億1,220万8,807円

市債（9.2％）

16億7,712万6千円

国庫支出金（14.4％）

26億1,689万3,462円

地方交付税（35.1％）

63億6,303万1千円

１
６
７
億
９,
５
８
８
万

５,
１
３
１
円

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 181 億 3,347 万 2,072 円 167 億 9,588 万 5,131 円

特

別

会

計

国民健康保険 57億 6,914 万 3,096 円 54 億 1,561 万 7,229 円

老人保健 445 万 8,844 円 445 万 8,844 円

農業集落排水事業 4億 1,404 万 4,748 円 3億 9,988 万 3,737 円

公共下水道事業 8億 43 万 6,336 円 7億 9,521 万 6,568 円

介護保険 33億 3,741 万 1,851 円 32 億 4,497 万 2,498 円

介護サービス事業 881 万 5,249 円 554 万 1,402 円

後期高齢者医療 3億 2,703 万 9,437 円 3億 2,386 万 907 円

合　　　　　計 287 億 9,482 万 1,633 円 269 億 8,543 万 6,316 円

■歳入・歳出総額

歳出歳出

商工費（1.1％）… 1億9,082万6,439円
議会費（1.1％）… 1億7,969万6,931円
災害復旧費（0.1％） … 2,449万5,150円
諸支出金（0.1％）… 1,275万7,054円
労働費（ － ）… 251万3千円

消防費（4.6％）

7億7,754万181円

民生費（28.4％）

47億6,426万3,063円

民生費（28.4％）

47億6,426万3,063円

教育費（16.6％）

27億8,946万1,978円

教育費（16.6％）

27億8,946万1,978円

総務費（13.8％）

23億1,837万6,051円

総務費（13.8％）

23億1,837万6,051円

衛生費（11.3％）

18億9,654万8,368円

衛生費（11.3％）

18億9,654万8,368円

農林水産業費（6.4％）

10億7,272万4,865円

農林水産業費（6.4％）

10億7,272万4,865円

公債費（9.4％）

15億8,342万7,184円

公債費（9.4％）

15億8,342万7,184円

土木費（7.0％）

11億8,325万4,867円

土木費（7.0％）

11億8,325万4,867円

市民一人当たりでは

涯
学
習
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
た

教
育
費
、
庁
舎
管
理
や
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
、
徴
税
・
戸
籍
、

選
挙
経
費
な
ど
の
総
務
費
、
続
い

て
病
気
の
予
防
や
健
診
・
ご
み
処

理
な
ど
に
使
わ
れ
た
衛
生
費
、
公

債
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

桜
川
市
決
算
報
告

桜
川
市
決
算
報
告

2222

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

使われたお金
356,896円

納めていただいた市税
93,234円

※一般会計歳出をもとに、平成 23
　年 3 月末日現在の人口 47,061
　人で算出しました。

区　　　分 収　　　入 支　　　出

収益的事業

水道料金による収入と、水を作っ

たり家庭に送ったりするための維

持管理などを中心とした営業活動

の収支

9億 9,918 万 9,981 円 10 億 235 万 1,965 円

資本的事業

古くなった水道施設の改良や、新

しい施設を造るために必要な資金

の収支

1億 4,400 万 8,215 円 3億 6,419 万 8,055 円

民生費　101,236円

子
ど
も
・
お
年
寄
り
・

身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
た
め
に

総務費　49,263円

戸
籍
・
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
、
地
域
情

報
通
信
基
盤
整
備
に

農林水産業費　22,795 円

農
業
を
一
層
盛
ん
に

す
る
た
め
に

土木費　25,143円

道
路
な
ど
の
建
設
・

修
繕
な
ど
に

教育費　59,273円

学
校
施
設
の
維
持
補

修
や
生
涯
学
習
振
興

な
ど
に

公債費　33,646円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　40,300円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　16,522円

防
災
対
策
、消
防
、緊

急
救
命
活
動
な
ど
に

議会費･商工費･災害復旧費・
諸支出金・労働費　8,718円

議
会
や
商
工
労
働
な

ど
に

市民税 　40,353 円

固定資産税　45,298 円

( グラフ１)

( グラフ２)

　
歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
そ
の

決
算
額
は
１
６
７
億
９,
５
８
８

万
５,
１
３
１
円
。
グ
ラ
フ
２

（
下
・
円
グ
ラ
フ
）
は
、
歳
出
を

目
的
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
や
お
年
寄
り
、
身

体
の
不
自
由
な
方
な
ど
の
た
め
使

わ
れ
た
民
生
費
が
最
も
多
く
、
次

い
で
学
校
施
設
の
耐
震
工
事
や
生

※一般会計歳入の市税をもとに、
　平成 23 年 3 月末日現在の人
　口 47,061 人で算出しました。

■水道事業会計決算

軽自動車税　1,743 円

市たばこ税　5,840 円
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市庁舎等で消費電力量
　 20％以上（ 前年　　

同月対比）の削減達成
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
「
今
年
の
夏
の
節
電
対
策
」

猛
暑
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
た

夏の暑い陽射しを遮った緑の
カーテン（アサガオ）は庁舎
室温の上昇を抑えました。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
電
力
供

給
量
の
減
少
予
想
に
不
安
を
抱
い

た
今
年
の
夏
。
政
府
か
ら
平
日
の

使
用
電
力
量
の
15
％
削
減
が
示
さ

れ
各
家
庭
で
も
過
去
に
な
い
節
電

対
策
を
行
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
市
役
所
に
お
い
て
も
、
６
月
～

９
月
の
期
間
、「
市
役
所
庁
舎
等

節
電
対
策
計
画
」
に
よ
り
、
節
電

目
標
を
前
年
同
月
対
比
で
20
％
以

上
の
減
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
目
標
節
電
数
値
を

大
幅
に
上
回
る
節
電
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
下
表
）

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
照
明
器
具

の
消
灯
な
ど
で
ご
不
便
・
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
夏
に
市
が
実
施
し
た

主
な
節
電
の
内
容

◇
共
通
の
取
り
組
み

・�

使
用
し
な
い
電
気
製
品
の
コ
ン

セ
ン
ト
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

・�

使
用
中
の
電
気
製
品
は
、「
節

電
モ
ー
ド
」
に
設
定
し
、
可
能

な
限
り
電
力
消
費
を
削
減
。

・�

電
気
ポ
ッ
ト
の
使
用
を
控
え
、

マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど
を
持
参
。

◇
空
調
関
係
の
取
り
組
み

〈
施
設
内
の
空
調
〉

・�

冷
房
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
原

則
、
空
調
機
の
稼
働
時
間
を
16

時
ま
で
と
し
た
。

〈
会
議
室
の
空
調
〉

・�

少
人
数
で
の
大
部
屋
の
使
用
を

出
来
る
だ
け
控
え
る
。

・�

部
屋
の
退
出
の
10
分
前
に
は
空

調
を
停
止
。

◇
照
明
設
備
の
取
り
組
み

・�

室
内
の
照
明
は
窓
か
ら
の
採
光

を
活
用
し
、
さ
ら
に
照
明
灯
な

ど
の
半
減
。

・�

廊
下
・
ホ
ー
ル
な
ど
の
照
明
を

減
灯
。

・�

昼
休
み
の
不
要
照
明
の
消
灯
。

・�

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
照
明
の
導
入

を
推
進
。

◇
Ｏ
Ａ
機
器
の
取
り
組
み

・�

パ
ソ
コ
ン
は
省
電
力
設
定
。

・�

不
要
時
、
離
席
時
は
パ
ソ
コ
ン

の
電
源
を
切
る
。

・�

長
時
間
使
用
し
な
い
Ｏ
Ａ
機
器

は
電
源
を
停
止
し
、
退
庁
時
は

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

く
。

◇
服
務
の
取
り
組
み

・�

毎
週
、
水
・
金
曜
日
を
ノ
ー
残

業
デ
ー
と
し
、
業
務
終
了
後
は

速
や
か
な
全
員
退
庁
の
徹
底
。

　※
今
年
の
冬
も
電
力
供
給
事
情
に

よ
っ
て
は
節
電
の
必
要
性
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
無
駄
な
電
気
の
削
減

を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岩瀬北部保育所でも緑のカーテンでゴーヤなどを育
てました。８月中旬頃からたくさんのゴーヤが実り、
児童たちのお土産となりました。児童たちは、家で
料理してもらい喜んで食べたそうです。

市の主な施設の消費電力量（単位：ｋＷｈ）

施　　　設 年度 ７　月 ８　月 ９　月 合　計

市役所庁舎（３庁舎）
Ｈ２３ ５５，８３６ ６０，０５４ ５９，８８０ １７５，７７０

Ｈ２２ ８１，３００ １０１，９２２ １０３，６５０ ２８６，８７２

対前年比（％） ー３１．３ ー４１．１ ー４２．２ －３８．７

ラスカ（グラウンド・
プール含む）

Ｈ２３ １０，３７１ １１，１１３ ２７，４４９ ４８，９３３

Ｈ２２ ５２，２７０ ６６，５８９ ５２，２８９ １７１，１４８

対前年比（％） －８０．２ ー８３．３ ー４７．５ ー７１．４

シトラス
Ｈ２３ ５，２７９ ６，４３１ ６，３４３ １８，０５３

Ｈ２２ ９，１３６ ９，８６８ ７，４４６ ２６，４５０

対前年比（％） －４２．２ ー３４．８ ー１４．８ －３１．７
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歴
史
的
な
町
並
み
と
ひ
な
ま
つ

り
に
代
表
さ
れ
る
真
壁
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化

財
団
主
催
の
第
33
回
サ
ン
ト
リ
ー

地
域
文
化
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
、
東
京
都
内
で
開
催

さ
れ
た
第
33
回
サ
ン
ト
リ
ー
地
域

文
化
賞
の
贈
呈
式
に
は
、「
真
壁

伝
統
と
も
て
な
し
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
皆
さ
ん
（
35
人
）
の
ほ
か

中
田
市
長
も
出
席
し
受
賞
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
は
、

１
９
７
９
年
２
月
に
、
同
社
の
創

業
80
周
年
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
は
こ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
国
各

地
で
新
聞
社
並
び
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

推
薦
さ
れ
た
地
域
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
顕

彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
桜
川
市
真
壁

町
で
行
わ
れ
て
い
る
歴
史
的
建
造

物
の
保
存
や
伝
統
と
技
と
芸
を
復

活
さ
せ
る
活
動
、「
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
」
に
見
ら
れ
る
〝
も
て
な

し
の
文
化
〟
な
ど
質
の
高
い
多
彩

な
文
化
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
茨
城
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

４
つ
の
団
体
が
受
賞
し
て
お
り
、

桜
川
市
は
５
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
受
賞
者
代
表
の
川か

わ

嶋し
ま

利と
し

弘ひ
ろ

さ
ん

は
「
地
域
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
お
も
て
な
し
の
心
を
念
頭

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価

し
て
も
ら
え
た
。
地
域
の
み
な
さ

ん
と
受
賞
を
喜
び
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

真
壁
の
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み

　
真
壁
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が

開
始
し
た
の
は
今
か
ら
18
年
前
。

町
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
よ

う
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
結
成
が
起

爆
剤
と
な
り
、
そ
の
後
様
々
な
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。特
に「
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
で
は
期
間
中

10
万
人
の
来
訪
者
に
〝
オ
ー
ル
真

壁
〟
を
掲
げ
て
地
域
住
民
、
商
工

会
、
行
政
が
一
致
協
力
し
、
真
壁

の
伝
統
と
文
化
を
取
り
入
れ
て
お

も
て
な
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
ま
ち
づ
く
り
の
経
緯

■
１
９
９
３
年
／
市
民
団
体

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ま
か
べ
」が
結
成

さ
れ
、町
並
み
保
存
運
動
を
開
始
。

■
１
９
９
９
年
～
２
０
０
５
年
／

行
政
に
よ
る
歴
史
的
建
造
物
の
調

査
で
１
０
４
棟
が
国
の
有
形
文
化

財
に
登
録
。

■
２
０
０
１
年
／
地
域
住
民
、
商

工
会
、
行
政
が
協
力
し
、
ま
ち
づ

く
り
真
壁
、
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
商
店
街
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
の
活
動
が
活
発
化
。

　
人
形
浄
瑠
璃
が
真
壁
白
井
座
と

し
て
の
復
活
。
真
壁
藍
染
保
存
会

が
結
成
。
真
壁
左
官
教
室
か
ら
は

プ
ロ
の
伝
統
技
能
者
が
巣
立
つ
。

■
２
０
０
３
年
／
住
民
有
志
に
よ

る
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り 

第
一
章

が
当
初
21
軒
で
ス
タ
ー
ト
。

■
２
０
１
０
年
／
江
戸
時
代
の
町

割
り
を
残
す
17.

６
ha
が
県
内
初

の
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
。

　　
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
で
は

真
壁
も
甚
大
な
災
害
を
受
け
、
建

造
物
や
住
民
の
心
に
も
大
き
な
傷

跡
を
残
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
受

賞
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
町
の

人
々
に
復
興
の
勇
気
を
与
え
真
壁

の
再
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

真
壁
の
こ
れ
ま
で
の
受
賞
・
表
彰
歴

・ 

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

（
２
０
０
４
年
）

・ 

優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞
　
金
賞

総
務
大
臣
賞
（
２
０
０
８
年
）

・ 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
　
優
秀
賞

（
２
０
０
９
年
）

・ 

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

（
２
０
１
０
年
）

・ 

茨
城
県
観
光
物
産
協
会
功
労
表

彰
（
２
０
１
１
年
）

真
壁

伝
統
と
も
て
な
し
の

ま
ち
づ
く
り

第
33
回
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
を
受
賞
し
た
「
真
壁 

伝
統
と
も
て
な
し

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
皆
さ
ん
と
中
田
市
長
（
写
真
前
列
中
央
は
サ
ン
ト
リ
ー

文
化
財
団
の
鳥と

り

居い

信し
ん

吾ご

理
事
長
）

『サントリー地域文化賞』を受賞



県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で

サ
ク
ラ
ド
リ
ー
ム
が
優
勝

「
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
」

柔
道
の
山や

ま

口ぐ

ち 

香
か
お
り

さ
ん
講
演
会

精
神
科
医 

香
山
リ
カ
先
生

市
民
公
開
講
座
で
講
演

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
２
連
覇

『
カ
ッ
跳
び
戦
隊 

縄
レ
ン
ジ
ャ
ー
』

参
上
！

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
、
茨
城
県
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会[

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の

部]

を
制
し
た
サ
ク
ラ
ド
リ
ー
ム
の
皆
さ
ん

山
口
香
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
迫
力
あ

る
話
に
聴
き
入
る
児
童
た
ち

〝
ス
ト
レ
ス
に
負
け
ず
元
気
に
生
き
る
〟
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ

み
の
香
山
リ
カ
先
生

堂
々
の
２
連
覇
を
達
成
し
た
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ

Ｅ
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）」
の
皆
さ
ん

縄
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

（
２
本
ロ
ー
プ
の
縄
跳
び
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
真
壁
小
４
年
の
山や

ま

中な
か

愛ま
な

斗と

さ
ん

　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た

茨
城
新
聞
社
杯
第
14
回
茨
城
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会[

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部]

で
、
本
市
の

サ
ク
ラ
ド
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
予
選
リ
ー
グ
の
３
試
合
を
全
勝

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
順
調
に
突
破
。
決
勝

戦
は
、
サ
ド
ン
デ
ス
に
も
つ
れ
込
ん
だ
第
２
セ
ッ

ト
を
制
し
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２-

０
で
優
勝
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大お

お

見み

将ま
さ

輝き

さ
ん
は
、「
絶
対
優

勝
し
て
や
る
ぞ
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
試
合
に

臨
み
ま
し
た
。
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
（
月
）、
羽
黒
小
学
校
を
会
場
に
女

子
柔
道
の
ソ
ウ
ル
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
現
在

筑
波
大
学
院
准
教
授
の
山
口
香
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
の
夢
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
が
協
力
し
、

４
年
か
ら
６
年
生
の
児
童
１
２
７
人
と
保
護
者
を

対
象
に
行
わ
れ
、
地
域
の
方
約
50
人
も
参
加
。

　
山
口
さ
ん
は
、
小
学
１
年
か
ら
始
め
た
柔
道
で

世
界
の
ト
ッ
プ
に
な
る
ま
で
の
経
験
か
ら
、
児
童

た
ち
に
夢
を
か
な
え
る
に
は
、「
好
き
で
や
る
・
続

け
て
や
る
・
失
敗
か
ら
学
ぶ
な
ど
が
大
切
」
と
、ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
楽
し
く
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
精
神
科
医
の
香か

山や
ま

リ
カ

先
生
と
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
の
富と

み

沢ざ
わ

巧た
く

治じ

先
生

を
講
師
に
迎
え
て
、
10
月
２
日
（
日
）
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
桜
川
市
民
公
開

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
近
年
年
間
３
万
人
を
超
え
て
い

る
自
殺
者
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
、
約
３
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
香
山
先

生
は
、
講
演
の
中
で
、「
誰
も
が
受
け
る
ス
ト
レ

ス
を
上
手
に
解
消
し
て
い
く
方
法
に
加
え
、
悩
み

は
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
の
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
も
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
来
場

者
の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
の
日
の
10
月
10
日
、
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス

カ
」
で
、
第
６
回
桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
杯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
の
13
チ
ー
ム
が
参
加
。
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
、
市
内
の
体
育
館
が
使
用
困
難

と
な
り
練
習
不
足
も
心
配
さ
れ
た
中
で
し
た
が
、

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
婦

人
の
皆
さ
ん
が
優
勝
を
目
指
し
競
い
ま
し
た
。

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
戦
は
、
昨
年
と
同
じ
顔
合
わ

せ
で
、Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）（
岩

瀬
地
区
）
Ｖ
Ｓ
グ
レ
ー
ス
（
真
壁
地
区
）。

21-

18
、
21-
16
の
好
試
合
の
末
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｃ
Ｅ
が
２
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
10
月
6
日（
木
）、真
壁
小
学
校
体
育
館
で
、テ
レ

ビ
に
も
出
演
し
て
い
る
５
人
組
縄
跳
び
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
『
カ
ッ
跳
び
戦
隊 

縄
レ
ン
ジ
ャ
ー
』
が
多

彩
な
ロ
ー
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
に
夢
と
感
動
を
与
え
よ
う

と
青
少
年
育
成
市
民
会
議
真
壁
支
部
が
主
催
。
真

壁
地
区
の
小
学
校
全
児
童
、
約
１
千
人
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
30
秒
間
で
跳
ん
だ
回
数
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
ク
ラ
ス
代
表
者
12
人
が
挑
戦
し
、

会
場
全
員
の
「
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
に
後
押
し
さ

れ
、
真
壁
小
６
年
の
島し

ま

﨑ざ
き

幸こ
う

貴き

さ
ん
が
１
０
５
回

で
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
期
間
中
の
8
月
、
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ

で
開
催
さ
れ
た
第
12
回
船ふ

な

越こ
し

義ぎ

珍ち
ん

杯
少
年
世
界
空

手
道
選
手
権
大
会
で
、
女
子
15
歳
個
人
戦
形
の
部

に
出
場
し
た
小
林
里
菜
さ
ん
（
本
木
地
区
）
が
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
10
年
前
に
空
手
を
習
い
始
め
、
本

年
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
、
優
勝
し
た
実
力
者

で
す
。
日
頃
か
ら
厳
し
い
練
習
を
重
ね
、
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
活

動
と
の
両
立
で
毎
日
が
忙
し
い
中
、「
中
学
最
後

の
大
会
に
優
勝
・
準
優
勝
と
好
成
績
を
残
せ
て
う

れ
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。」
と
謙

虚
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
和
中（
３
年
）
小こ

林
ば
や
し

里り

菜な

さ
ん

空
手
世
界
大
会
で
準
優
勝

全
国
大
会
で
優
勝
、
世
界
大
会
で
準
優
勝
と

立
派
な
成
績
を
残
し
た
小
林
里
菜
さ
ん
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「
下
水
道
に
早
く
つ
な
い
で
ね
！
」 

接
続
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

下
水
道
接
続
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
買

物
客
な
ど
へ
チ
ラ
シ
や
記
念
品
を
配
布
し
、

下
水
道
へ
の
接
続
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

鍋
屋
地
区
の
敬
老
会
は
、
手
作
り
の
お
弁
当

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
高
齢
者
を
も
て
な
し

今
年
も
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
（
月
）、
茨
城
県
と
市
が
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
に
水
質
浄
化
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
エ
コ
ス
真
壁
店
に
お
い
て
下
水
道
接
続
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
９
月
10
日
「
下
水
道
の
日
」
を

中
心
に
し
た
前
後
の
期
間
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
下
水
道
の
普
及
・
促
進
を
図
る

た
め
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別
訪
問
や
大

型
店
舗
で
買
い
物
客
な
ど
へ
の
チ
ラ
シ
や
記
念
品

の
配
布
を
行
い
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ

の
早
期
接
続
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
祝
敬
老

鍋
屋
地
区
で
敬
老
会

　
敬
老
の
日
の
９
月
19
日
、
真
壁
の
鍋
屋
地
区
の

鍋
屋
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
地
区
の
高
齢
者

を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
区
の
役
員
さ
ん
・
地
域
女
性
会
な

ど
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の
行
事
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、当
日
は
地
区
の
高
齢
者
約
50
人
が
出
席
。

櫻
さ
く
ら

井い

区
長
や
中
田
市
長
か
ら
の
祝
辞
の
ほ
か
、

桜
さ
く
ら

乃の

舞ま
い

に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
振

り
込
め
詐
欺
防
止
の
寸
劇
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最

後
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
に
よ
り
全
員
で
懐
メ
ロ
の

合
唱
も
行
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。



9 さくらがわ　2011.11.1 8さくらがわ　2011.11.1

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

自
衛
隊
高
等
工
科
生
徒
募
集

防
衛
省
・
自
衛
隊 

筑
西
地
域
事
務
所

■
受
付
期
間
／
11
月
１
日
（
火
）
～

平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

■
応
募
資
格
／
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子

■
試
験
日
程

・ 

第
一
次
／
平
成
24
年
１
月
14
日

（
土
）

産
業
建
設
課
（
☎
０
２
９
４-

76-

２
１
１
７
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

古
民
家
ス
イ
ー
ツ
＆
カ
フ
ェ

「
高
萩
茶
房
」

茨
城
県
企
画
部
地
域
計
画
課

　
高
萩
市
に
古
民
家
ス
イ
ー
ツ
＆
カ

フ
ェ
が
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
。
日

本
を
代
表
す
る
パ
テ
ィ
シ
エ
鎧

よ
ろ
い

塚づ
か

俊と
し

彦ひ
こ

氏
が
、
県
産
食
材
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
と
っ
て

お
き
の
ス
イ
ー
ツ
と
古
民
家
の
雰
囲

気
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
10
月
７
日
（
金
）
～
12
月

４
日
（
日
）

■
会
場
／
県
指
定
文
化
財
「
穂
積
家

住
宅
」（
高
萩
市
上
手
綱
２
３
３
７

-

１
）

■

問

合

先

／

高

萩

茶

房
（

☎

０
２
９
３-

24-

６
２
５
５
、
予
約

は
０
４
５-

６
８
１-

２
６
７
３
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

水
戸
地
方
法
務
局
・

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し

た
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
11
月
14
日
（
月
）
～
20
日

（
日
）

■
時
間
／
８
時
30
分
～
19
時
（
土
曜

日
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時
）

■
電
話
番
号
／
０
５
７
０-

０
７
０

-

８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
☎
０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
成
24
・
25
年
度
一
般
（
指
名
）

競
争
入
札
参
加
申
請
受
付

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
・
役
務
な
ど
の
入

札
参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
筑

西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
行
う

入
札
（
物
品
売
買
な
ど
の
取
引
を
含

む
。）
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
24
年
１
月
16
日（
月
）

～
２
月
15
日
（
水
）（
土
・
日
、
祝

日
を
除
く
。）、
９
時
～
11
時
30
分
・

13
時
～
16
時
30
分

■
申
請
書
類
／「
指
定
様
式
」（
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ

さ

い
。〈h

ttp
://w

w
w

.tik
u
sei.

or.jp

〉）

■
問
合
先
／
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合 

事
務
局
企
画
財
政
課
財
政

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６-

22-

７
９
７
９
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

国
の
教
育
ロ
ー
ン

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額
／
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

■
利
率
／
年
２.

85
％
（
母
子
家
庭

は
年
２.

45
％
）（
平
成
23
年
10
月
18

日
現
在
）

■
災
害
特
例
措
置
／
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆
様
に
「
災

害
特
例
措
置
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
〈
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〉）

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇

所
の
調
査
を
し
ま
す

茨
城
県
筑
西
土
木
事
務
所

　
茨
城
県
で
は
、
が
け
崩
れ
や
土
石

流
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い

て
、
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
す
る
た

め
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
が
皆
様
の

敷
地
に
立
ち
入
っ
て
、測
量
・
ス
ケ
ッ

チ
な
ど
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
11
月
７
日
（
月
）
～

平
成
24
年
３
月
25
日
（
日
）

■
調
査
箇
所
／
岩
瀬
地
区
の
土
砂
災

害
危
険
箇
所

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
土
木
事
務

所
河
川
整
備
課
（
☎
０
２
９
６

-

24-

９
２
７
５
）

・
第
二
次
／
一
次
合
格
者
に
通
知

■
試
験
場
所
／
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
学
生
手
当
／
９
４,
９
０
０
円

■
学
校
紹
介
／
高
等
学
校
の
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
受
け
、
陸
曹
と
し

て
必
要
な
各
種
技
術
、
教
育
、
訓
練

を
受
け
ま
す
。

　
ま
た
、
横
浜
修
悠
館
高
校
（
通
信

制
）
に
入
学
し
、
生
徒
課
程
終
了
時

に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
防
衛
省
・

自
衛
隊 

筑
西
地
域
事
務
所
（
☎

０
２
９
６-

22-

７
２
３
９
）

平
成
24
年
桜
川
市
「
は
た
ち
の

集
い
」
を
開
催

文
化
生
涯
学
習
課

　
市
で
は
、
平
成
24
年
桜
川
市
「
は

た
ち
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
３
月
に
桜
川
市
内
の
中

学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
対

象
者
の
方
で
本
年
９
月
１
日
現
在
、

桜
川
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
に
、「
は
た
ち
の
集
い
」
の
案
内

状
を
今
月
送
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
９
月
１
日
以
降
に
桜

川
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
案
内
状

の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）

10
時
30
分
～
（
受
付
９
時
30
分
～
）

※
式
典
終
了
後
、
記
念
写
真
撮
影
が

あ
り
ま
す
。

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
シ
ト
ラ
ス
」

■
対
象
者
／
平
成
３
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

■
問
合
せ
・
連
絡
先
／
文
化
生
涯

学
習
課 

生
涯
学
習
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

常
陸
太
田
市
金
砂
郷
産
業
建
設
課

　「
常
陸
秋
そ
ば
」
は
、
そ
ば
職
人

や
そ
ば
通
か
ら
評
価
の
高
い
茨
城
の

ブ
ラ
ン
ド
そ
ば
。
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
新
そ
ば
食
べ

歩
き
」
や
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
が
で

き
ま
す
。
新
そ
ば
の
香
り
と
甘
み
を

満
喫
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
期
日
／
11
月
12
日
（
土
）・
13
日

（
日
）

■
会
場
／
宮
の
郷
工
業
団
地
（
常
陸

太
田
市
）

■
問
合
先
／
常
陸
太
田
市
金
砂
郷

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

11月納期の
税・保険料

・・・・・

固定資産税　　　　３期

国民健康保険税　　５期

後期高齢者医療保険料　５期

納期限／11月 30日（水）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に反

映するために、市長と語り合っ

てみませんか。話題はなんで

も結構です。

■日時／ 11 月 28 日（月）

　9 時～ 12 時・13 時～ 16 時

■ 場所／市役所 真壁庁舎（真

壁町飯塚 911）

■ 問 合 先 ／ 秘 書 広 報 課（ ☎

58-5111・75-3111 代表）

※ 次回／ 12 月 19 日（月）

　 市役所 岩瀬庁舎（岩瀬 64-

2）

市長と語ろう！

「市民の日」 桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

※10月25日現在の活動制限基準値は
　1.0 マイクロシーベルト／時間 以上

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

10/3（晴）0.112 0.115 0.114

10/11（晴→曇）0.119 0.111 0.122

10/17（曇→晴）0.124 0.110 0.116



12
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
相
談

■
１
歳
児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・
対
象
／
Ｈ
22
・
12
月
生

・
日
程
／
12
月
12
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
10
月
、
11
月
、
12

月
生

・
日
程
／
12
月
20
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

12
月
の
献
血

■
12
月
20
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13
時

～
15
時
30
分

12
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・�

日
程
／
12
月
１
日（
木
）、20
日（
火
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約12

月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、３
火
曜
日

・�
開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
12
月
５
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・
対
象
／
Ｈ
22
・
４
月
、
５
月
生

・
日
程
／
12
月
13
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
23
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
12
月
21
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

12
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
離
乳
食
教
室

・�

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の
保

護
者

・
日
程
／
12
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・�

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、
ふ
き

ん
１
枚
（
要
予
約
）

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
う
つ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
12
月
15
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要
予

約
）

12
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

12
月
４
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

12
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

12
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

12
月
23
日
（
金
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

10さくらがわ　2011.11.111 さくらがわ　2011.11.1

健 康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

12月分

Health guide７
７
５
５

12
月
25
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形
外

科
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

12
月
29
日
（
木
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

12
月
30
日
（
金
）

・�

医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

12
月
31
日
（
土
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

「
や
け
ど
」
は
、
こ
ん
な
こ

と
で
起
き
て
い
ま
す

▼
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
風
の
出

口
、
炊
飯
器
や
電
気
ポ
ッ
ト
の
蒸
気

の
吹
き
出
し
口
、
熱
い
鍋
や
ア
イ
ロ

ン
な
ど
に
触
っ
て
し
ま
っ
た
。

▼
暖
か
い
食
べ
物
（
お
茶
・
み
そ
汁
・

ス
ー
プ
な
ど
）を
こ
ぼ
し
た
り
、ひ
っ

く
り
返
し
て
体
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。

▼
湯
た
ん
ぽ
や
カ
イ
ロ
、
電
気
毛
布

を
同
じ
部
位
に

長
く
当
て
て
し

ま
っ
た
。（
低

温
や
け
ど
）

｢

や
け
ど｣

し
た
と
き
の
　

応
急
処
置

①
水
道
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て

や
け
ど
し
た
と
こ
ろ
を
水
で
冷
や
す

（
時
間
は
15
～
30
分
程
度
）。
冷
や
し

す
ぎ
は
低
体
温
症
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
。
水
が
か
け
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
は
、
冷
た
い
タ
オ
ル

を
こ
ま
め
に
変
え
な
が
ら
冷
や
す
。

②
衣
服
は
、
や
け
ど
の
部
分
の
皮
膚

も
一
緒
に
は
が
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
で
、
無
理
や
り
脱
が
な
い
・

脱
が
せ
な
い
。

③
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
い
た
ら
破
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。
や
け
ど
部
分
を

ガ
ー
ゼ
か
清
潔
な
タ
オ
ル
で
軽
く
覆

う
程
度
に
す
る
。

④
低
温
や
け
ど
の
時
は
、
水
で
冷
や

し
て
も
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
が
や
け
ど
を
し
た
ら
、
応

急
処
置
を
し
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
や
け
ど
を
防
止

す
る
に
は
、
や
け
ど
に
繋
が
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
か
ら
子
ど
も
を
遠
ざ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

運転免許運転免許運転免許運転免許 18歳限定18歳限定 特別キャンペーン実施中特別キャンペーン実施中
学習力＆合格率ＵＰへ！

待ち時間に学校のパソコンで
携帯電話や自宅のパソコンで

◎いつでも
◎どこでも 24時間利用可能！

土、日ＯＫ、夜８時まで教習、送迎バスあり（無料）、ローンあり

お問い合わせ

公認 明野自動車学校 ホームページ　http://www.areaguide.jp/akenods/
（52）2811☎0296

★10月１日～12月28日までに入校された方に限り
特別料金で運転免許取得を応援！この機会にぜひ運転免許を
★10月１日～12月28日までに入校された方に限り
特別料金で運転免許取得を応援！この機会にぜひ運転免許を学科学習システム導入

神宮館のこよみ　500円～
お料理家計簿　　525円～

24年版

ムラカミ書店 桜川市真壁町真壁198

TEL0296-55-3160

本・文具・事務用品・印章 (印鑑翌日仕上げ)等

好評発売中 ! !好評発売中 ! !配送料は
無料です！
配送料は
無料です！

『
子
ど
も
の
事
故
防
止
』 

～
や
け
ど
編
～

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
く
る
と
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、

不
注
意
に
よ
る
「
や
け
ど
」
な
ど
の
ケ
ガ
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

　
や
け
ど
は
大
人
よ
り
も
子
ど
も
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。

子
ど
も
の
場
合
、
皮
膚
も
薄
い
の
で
、
や
け
ど
範
囲
が
広
い
と
シ
ョ

ッ
ク
状
態
に
な
り
命
の
危
険
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
大
人
の
方
が
十
分
注
意
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ　度
表皮のみの損傷で赤くなる程度。日焼けした

後のようなヒリヒリとした痛みがある。

Ⅱ　度
やけどしたところが赤くはれて水ぶくれがで

きる。痛みがある。

Ⅲ　度
皮下組織から筋肉組織まで損傷している。皮

膚の表面が壊死している。感覚や痛みがない。

〈やけどの深さのめやす〉
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有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

萩原総合法律事務所
茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二

☎0296-48-8875

SATOHビル２階
下館駅南口

入口は南駐車場側となります
入口 パチンコ店

1F BIGFACE

Ｐ

法律相談  30分 5,250円～

『相続お済みですか？』『相続お済みですか？』

筑西市乙828-3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

～よりよい明日への

　　　　一歩を共に～

11
月
は
収
税
対
策
強
化
月
間

で
す
。

　
今
年
度
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

各
家
庭
で
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
が

無
い
か
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
市
で
は
、
11
月
を
収
税
対
策
推
進

の
強
化
月
間
と
し
て
、
市
役
所
職
員

が
市
税
な
ど
の
未
納
と
な
っ
て
い
る

ご
家
庭
を
納
税
推
進
の
た
め
訪
問
い

た
し
ま
す
。

　
訪
問
は
、
夜
間
ま
た
は
休
日
に
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
※
訪
問
す
る

職
員
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。）

対
象
と
な
る
市
税
な
ど

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
介
護
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替

が
、
も
っ
と
も
確
実
で
安
全
な
方
法

で
す
。

　
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
市
役
所

各
庁
舎
や
市
内
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

　
市
税
な
ど
は
口
座
振
替
で
行
い
ま

す
と
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

納
税
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　「
納
税
が
困
難
に
な
っ
た
」、「
特

別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で

き
な
い
」
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
納

税
相
談
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
に
平
日
延
長

業
務
・
休
日
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
納
税
相
談
・
納
税
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、
市
役
所
大
和
庁
舎
一
階

(

収
税
課)

と
な
り
ま
す
。

平
日
延
長
窓
口

■
実
施
日
／
毎
週
木
曜
日

■
時
間
／
19
時
30
分
ま
で

休
日
納
税
相
談

■
実
施
日
／
毎
月
の
最
終
日
曜
日

■
時
間
／
９
時
か
ら
16
時

※
本
年
12
月
に
つ
い
て
は
、
18
日

（
日
）
と
な
り
ま
す
。

滞
納
者
に
対
し
滞
納
処
分
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
滞
納
額
が
か
さ
み
、
納

税
意
思
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

差
押
え
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
度
の
差
押
え
処
分
件
数
は
、

次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
約
３,
１
０
０
万

円
の
市
税
な
ど
を
徴
収
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
差
押
え
た
土
地
な
ど
の
不

動
産
は
、
不
動
産
公
売
に
よ
り
換
価

さ
れ
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
な
ど
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

２
回
、
６
件
の
土
地
の
公
売
を
行

い
（
内
１
件
は
事
前
に
完
納
）、
約

３
１
０
万
円
が
税
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。差押え物件 件数

不　動　産 ９７

預　貯　金 ３５

給与・年金 ８

生命保険ほか ５７

本年 2月に実施された不動産公売の様子 昨年度の差押え処分状況

市税などの納め忘れは

ありませんか

◇
問
合
先
／
収
税
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線

１
１
３
７
・
１
１
３
９
）
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市民の皆様の声を行政に反映するために、市長と
お話ししてみませんか。話題はなんでも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／9 時～12時・13時～ 16時
■場　所／市役所 真壁庁舎
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・75-3111 代表）

市長と話してみませんか？
～市民の日～

１１月２８日（月）

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
真
壁
陣
屋
跡

発
掘
の
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。

　
真
壁
伝
承
館
の
建
設
に
と
も
な
う

発
掘
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
・

笠
間
藩
の
役
所
で
あ
る
真
壁
陣
屋

跡
、
戦
国
時
代
の
建
物
跡
、
古
墳
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
の
真
壁
陣
屋
は
、

江
戸
幕
府
の
高
官
で
京
都
所
司
代
や

大
坂
城
代
を
務
め
た
牧
野
氏
の
時

代
。
出
土
し
た
陶
磁
器
を
み
る
と
江

戸
、
関
西
、
九
州
の
流
行
品
と
と
も

に
地
元
の
笠
間
焼
も
使
用
す
る
な

ど
、
幅
広
い
地
域
で
活
躍
し
て
い
た

牧
野
氏
ら
し
い
出
土
品
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。【
写
真
１
】

　
戦
国
時
代
の
遺
構
は
真
壁
城
主
・

真
壁
氏
の
時
代
。
町
並
み
の
起
源
が

中
世
に
遡
る
証
拠
を
示
す
重
要
資
料

で
す
。
古
墳
は
、
石
棺
の
蓋
を
開
け

た
状
況
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
歴
史
資
源
を
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

真
壁
伝
承
館
内

遺
跡
復
元
表
示
の
紹
介
①

　
真
壁
伝
承
館
の
大
き
な
魅
力
の
一

つ
は
、
発
掘
成
果
を
活
か
し
た
遺
跡

の
復
元
表
示
で
す
。

　
施
設
の
内
外
に
は
真
壁
陣
屋
、
戦

国
時
代
の
建
物
、
古
墳
の
平
面
表
示

（
一
部
復
元
）
を
行
い
、
歴
史
の
風

景
を
見
て
歩
い
て
体
験
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
真
壁
陣
屋
の
堀
（
東
堀
）

を
紹
介
し
ま
す
。【
写
真
２
】

　
堀
の
表
示
は
敷
地
東
側
の
公
園
内

に
あ
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
黒
色
系

の
舗
装
に
よ
っ
て
、
出
土
場
所
と
大

き
さ
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
し
ま
し

た
。

歴

No.41
文化生涯学習課

真壁伝承館

文化財係（☎0296-
23-8521）

史
資
料
館
だ
よ
り

写
真
１
／
企
画
展
示（
展
示
室
３
）「
た
か
ら
ケ
ー
ス
」

写
真
２
／
真
壁
陣
屋
跡
・
堀（
東
堀
）
の
遺
跡

復
元
表
示

期
間:

平
成
24
年
３
月
11
日
ま
で

足
下
に
眠
る
真
壁
陣
屋
跡

第
１
回 

企
画
展
示
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

からだであそぼう！

第 1巻みんなでできるかおあそび

第 2巻みんなでできるゆびあそび

第 3巻みんなでできる手あそび

第 4巻みんなでできる足あそび

第 5巻みんなでできる全身あそび　　　竹井史郎 作・きやんみのる 絵

ちいさな労働者　　　　　　ラッセル ･フリードマン 著・千葉茂樹 訳

すっぽんぽんのすけ　　　　　　　　もとしたいづみ 作・荒井良二 絵

《一般図書》

麒麟の翼　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 著

絆回廊　新宿鮫Ⅹ　　　　　　　　　　　大沢　在昌 著

大人の流儀　　　　　　　　　　　　　　伊集院　静 著

人生がときめく片づけの魔法　　　　　　近藤真理恵 著

【今月のお薦め本】

学習漫画　日本の歴史
全23巻

岡村　道雄 監修

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

小学館の図鑑NEO＋ぷらす　もっとくらべる図鑑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　由子 監修

どんぐりむらのぱんやさん　　　　　　　なかやみわ さく

《一般図書》

ジェノサイド　　　　　　　　　　　　　高野　和明 著

続・体脂肪計タニタの社員食堂　

　もっとおいしい 500Kcal まんぷく定食　タニタ　著

戯曲あゝ、荒野　　　　　　　　　　　　寺山　修司 原作

おまえさん　上・下　　　　　　　　　　宮部みゆき 著

NHK連続テレビ小説 カーネーション 上　渡辺　あや 作

【今月のお薦め本】

おまえさん　上・下
宮部みゆき 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

《雑　誌》

・文藝春秋　　　　　　　　　　・Golf  Classic（ゴルフクラッシック）

・月刊 福祉　　　　　　　　 　・SOCCER  ai（サッカーアイ）

・月刊 MOE（モエ）　　　　　  ・鉄道ファン　

・歴史街道　　　　　　　　　　・中央公論

・きょうの料理　　　　　　　　・DISNEY  FAN（ディズニーファン）

・趣味の園芸 やさいの時間　 　・ベースボールマガジン

・図書館雑誌　　　　　　　　　・山と渓谷

・アニメージュ　　　　　　　　・きょうの健康

・大人の週末　　　　　　　　　・趣味の園芸

・クーヨン　　　　　　　　　　・すてきにハンドメイド

・月刊 自家用車　　　　　　 　・うかたま

【今月のお薦め本】

里山の一日　秋の日
他３巻

今森　光彦 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

※ 新刊以外の雑誌の貸し出しをしております。貸出資料総数 10点の
うち雑誌 2冊まで貸し出ししておりますのでご利用ください。
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

響
き
合
ふ
光
宿
し
て
菅
の
露
　
　
　 

小
林 

啓
治

風
そ
よ
ぐ
木
犀
の
香
の
あ
り
ど
こ
ろ 

荻
原 

勅
彦

頼
る
こ
と
出
来
ぬ
生た

つ

き活
の
十
三
夜
　 
小
林 

フ
ク

木
犀
の
香
に
亡
き
人
を
偲
び
け
り 

三
代 

み
ち
よ

し
ぐ
る
る
や
富
士
の
名
を
持
つ
毛
野
の
山 

藤
田 

凡
鐘

家
中
に
木
犀
香
る
良
き
日
か
な
　 

若
色 

寿
美
女

地
震
あ
と
こ
は
れ
し
塀
に
渡
り
鳥 

金
田 

と
う
女

針
の
糸
通
り
て
秋
の
深
み
け
り
　
　 

渡
辺 

い
し

青
き
柿
夜
べ
の
嵐
が
落
と
し
ゆ
く 

入
山 

ひ
ろ
子

桐
タ
ン
ス
袷
が
過
去
を
呼
び
寄
せ
る 

永
瀬 

ち
い

日
短
や
一
人
づ
つ
減
る
遊
び
の
輪
　 

細
谷 

充
女

夜
長
の
灯
い
つ
も
手
元
に
拡
大
鏡 

萩
原 

き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

燈
火
親
し
老
い
の
幸
せ
今
を
詠
む
　 

松
崎 

い
ま

方
言
の
混
じ
る
持
て
成
し
秋
ざ
く
ら 

田
崎 

信
子

子
は
す
で
に
距
離
置
く
と
こ
ろ
秋
灯 

宮
本 

芳
江

燈
火
親
し「
お
晩
で
や
す
」と
賢
治
来
る 

海
老
沢 

静
夫

燈
火
親
し
繰
り
返
し
読
む
古
日
記
　 

大
関 

く
に

そ
れ
ぞ
れ
の
思
ひ
を
灯
し
被
災
の
地 

竹
林 

て
る

噛
み
合
わ
ぬ
老
の
語
ら
い
敬
老
日
　 

笠
倉 

陽
子

蟷
螂
や
三
角
形
の
顔
上
げ
て
　
　
　 

植
田 

祥
雲

秋
灯
し
客
の
帰
り
し
三
和
土
か
な
　 

吉
原 

秀
子

し
ん
が
り
に
拍
手
惜
し
ま
ぬ
運
動
会 

鈴
木 

ノ
ブ
子

一
遍
の
道
一
筋
や
寂
峰
忌
　
　
　
　 

金
子 

弘
毅

浄
瑠
璃
を
一
筋
燈
火
親
し
め
る
　 

君
島 

真
理
子

燈
火
親
し
す
ぐ
に
読
み
き
る
上
下
巻 

海
老
沢 

幸
子

秋
富
士
の
見
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
下
見
し
て 

今
井 

繁
子

久
闊
や
点と

も

す
ご
と
く
に
返
り
花
　
　
　 
飯
山 

昭

　
短
　
歌

【
や
ま
と
早
蕨
歌
会
】

夜
半
嵐
ね
む
れ
ぬ
ま
ま
に
糸
車
想
ひ
出
紡
ぐ
朝
の

く
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

笠
倉 

仰
雲

縁
切
れ
て
ち
が
ふ
人
と
の
出
合
ひ
あ
り
万
両
の
木

に
白
き
花
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　 

木
藤 

と
み

赤
と
ん
ぼ
コ
ス
モ
ス
仲
間
に
入
り
こ
み
風
に
ゆ
ら

れ
て
秋
ふ
か
ま
り
つ
　
　
　
　
　
　 

佐
藤 

悦
子

震
災
の
痛
手
を
受
け
し
人
び
と
の
こ
こ
ろ
和
ま
す

咲
く
秋
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
中 

き
み

義
姉
逝
き
て
眺
む
る
子
等
は
足
遠
く
人
を
待
ち
を

る
木
木
の
み
ど
り
は
　
　
　
　
　 

中
原 

す
み
子

手
摺
な
き
橋
を
わ
た
り
て
来
し
方
の
だ
ん
だ
ん
畑

に
蕎
麦
の
花
さ
く
　
　
　
　
　
　
　 

中
島 

龍
子

五
時
間
の
手
術
に
耐
え
し
夫
の
手
を
握
れ
ば
か
す

か
に
笑
み
を
か
え
し
ぬ
　
　
　
　
　 

北
条 

正
子

田
の
畦
を
か
ざ
る
明
日
香
の
彼
岸
花
真
っ
赤
な
色

は
秋
色
に
き
わ
む
　
　
　
　
　
　
　 

皆
川 

米
子

地な

震え

あ
れ
ば
素
早
く
速
報
た
し
か
む
る
か
の
日
の

惨
禍
に
臆
高
く
居
て
　
　
　
　
　
　 

高
久 

真
斉

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】  

萱
を
か
き
分
け
尋
ね
し
泉
喉
を
鳴
ら
し
て
水
を
飲

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
木 

み
ど
り

郷
土
う
れ
し
い
豊
作
稲
田
米
も
安
全
皆
笑
顔

岩
瀬 

き
み
子

振
っ
て
た
た
ん
だ
傘
よ
り
細
く
秋
を
無
口
な
女ひ

と

と

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

稲
葉 

建
正

重
荷
下
ろ
し
て
イ
チ
ロ
ー
笑
顔
二
百
安
打
は
小
休

止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田 

哲
人



環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

発行：桜川市 / 月２回 (１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111(代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール i n fo@c i t y . s a ku r a g awa . l g . j p

広報 No.147 11 月１日発行 　10 月 13 日の十三夜、大国玉（宮）地区で、土地の

害虫を追い出し、豊作を祈る「ぼうじぼう」の行事が実

施されました。これは、郷土の伝統行事を子どもたちに

伝えていこうと地元子供会で 25 年前に復活。当日は、

地区の 30 人ほどの子どもたちが、藁
わ ら

で作った棒を持っ

て集落内を回り「大麦あたれ 小麦あたれ 三角畑蕎麦あ

たれ」と唱えながら家々の庭で地面をたたきました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

パ
パ
・
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
、
と
て

も
仲
良
し
の
姉
妹
で
す
。
や
さ

し
い
心
を
忘
れ
ず
に
育
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
我
が
家
の
ケ
ン
カ
ば
か
り
し

て
い
る
け
ど
、
本
当
は
仲
良
し

な
３
兄
弟
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

栗く
り

山や
ま 

美み

羽う

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
６
月
14
日
生

鈴す
ず

木き 

萌も
え

華か

ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

 

平
成
20
年
11
月
26
日
生

栗く
り

山や
ま 

琴こ
と

羽は

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
21
年
12
月
15
日
生

（
西
桜
川
地
区
）

鈴す
ず

木き 

奏か
な

翔と

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
23
年
３
月
７
日
生

（
高
久
地
区
）

　
市
で
は
、
保
護
者
の
方
が
安
心

し
て
乳
幼
児
と
外
出
で
き
る
よ

う
、
市
内
公
共
施
設
に
お
む
つ
替

え
や
授
乳
な
ど
が
で
き
る
『
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
』を
設
置
し
ま
し
た
。

　『
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
』
と
は
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ト
を
備
え
た
多
目
的
ト

イ
レ
な
ど
、
誰
で
も
自
由
に
お
む

つ
替
え
や
授
乳
が
行
え
る
ス
ペ
ー

ス
の
愛
称
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
が
あ
る
施
設
の

入
り
口
な
ど
に
は
、
目
印
と
し
て

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
入
っ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
（
右
記
）
が
貼
っ
て
あ

り
ま
す
の
で
外
出
時
に
は
、
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
授
乳
の
際
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
各
施
設
の
事
務
所
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
む
つ

な
ど
の
ご
み
は
、
必
ず
お
持
ち
帰

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

鈴す
ず

木き 

結ゆ
い

翔と

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
６
月
21
日
生

「
外
出
先
で
、
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

赤
ち
ゃ
ん
と
外
出
し
た
と
き
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 このステッカーは、市内の保育所（園）の

保護者に募集し、17件の応募者がありまし
た。ありがとうございました。審査の結果、

藤
ふじ

田
た

聖
せい

子
こ

さんの作品をシンボルマークとし
て、採用させていただきました。

市内公共施設のトイレに設置されている「おむつ替え台」（写真：右）
と赤ちゃん用イス（写真：左）

各庁舎などのカウン
ターには赤ちゃん用イ
スも設置されています。

ご利用ください

■�問合先／児童福祉課（☎ 58-
5111・75-3111 代表）

こ
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が

目
印
！

『赤ちゃん
の駅』
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